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JR高輪ゲートウェイ駅前 品川駅北周辺地区の開発プロジェクト 1
1街区 2街区 3街区 4街区（北棟） （南棟）



2

・熱供給事業
・CGS
・自営電力を利用した電気の特定供給

需給一体型エネルギーシステムを構築
地域全体で高い省CO2・BCP性能を実現

課題1 街区、複数建築物におけるエネルギー融通、まちづくり等の取り組み
需給一体型エネルギーシステムによる地域全体の省CO2・BCP

1街区 2街区 3街区 4街区

3街区へ

DHCへ

2街区へ1街区へ

4街区
北棟へ

4街区
南棟へ

特高変圧器
特高開閉器盤

特高ケーブル
高圧ケーブル

（66kV構内幹線）
（6.6kV構内幹線）

特高ケーブル（66kV JR電源引込）

Tr

Tr

Tr

Tr

Tr

JR自営電力

3街区
サブ変へ

CGS 1,000kw×2台CGS

燃料電池 200kw×1台SOFC

3街区へ

４街区へ

太陽光発電

高信頼性・低炭素の電源活用
0.290 kg-CO2/kWh*

*2018年度調整後排出係数

CGSSOFC

CGS・自営電力を利用した電気の特定供給

需要一体型エネルギーシステム



1街区 2街区 3街区 4街区

需給連携型熱供給システム [高輪ゲートウェイ駅DHC] 3

• 国内最高レベルの供給温度緩和
• 中温冷水の供給温度可変と中温冷水／温水の季節切替型供給
• 遠隔の高温水・給湯需要に対応するDHCプラントのサテライト化
• 太陽熱・厨房排水熱など未利用・再生可能エネルギー利用
• ターボヒートポンプ，ヒーティングタワーヒートポンプによる温水供給
• ガスエンジンCGS排熱の利用
• 国内最大級の大規模蓄熱槽
• 低層部直接供給と大温度差変流量変揚程送水

供給先A
第1プラント

供給先B

冷水

高温水・給湯
中温冷水/温水

厨房排水

第2サテライトプラント

第1サテライトプラント



・電気…電力停止時はガス供給により10日間、ガス停止時も重油により3日間分確保
・熱 …電力停止時はガス供給により12日間、ガス停止時も重油により3日間分確保
・水 …大規模蓄熱槽・排水貯留槽で3日間の給排水機能を確保

課題2 非常時のエネルギー自立と省CO2の実現を両立する取り組み
BCPの考え方

4

電気

中圧ガス

上水

油

非常用発電機

電気

中圧ガス

上水

中圧ガス

非常用発電機
CGS等

電気

CGS

自営電力

非常用発電機

発災

kW

発災 72h
(３日)

kW

CGS

自営電力
非常用発電機

72h
(３日)

240h
(10日)

（中圧ガス）

（重油）

業務継続に必要な需要量

288h
(12日)

発災

業務継続に必要な需要量

72h
(３日)

GJ/h

DHC冷水
（ターボ冷凍機）

発災 72h
(３日)

GJ/h
冷熱

DHC冷水
(ターボ冷凍機、冷温水機)

288h
(12日)

発災

GJ/h

120h
(5日)

DHC温水
（ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾜｰHP）

発災

GJ/h
温熱

72h
(３日)

72h
(３日)

DHC温水
(ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾀﾜｰHP,
冷温水機, ﾎﾞｲﾗ)

288h
(12日)



建築的な環境デザイン 5

公園と一体となる緑

コンピュテーショナルデザイン 光環境の検証

シークエンスファサードデザイン

バイオフィリックデザイン

日射負荷低減・車窓からの視点で変化する表情

木漏れ日に近い、大庇の影形状 ﾚﾝﾁｷｭﾗｰﾚﾝｽﾞによる暗がりへの集光

左 中央 右

複数のルーバー形状の組み合わせ

豊かな緑を連ねた低層部で緑の丘を形成



地域冷暖房との需給連携による供給温度・負荷可変空調換気システム
需給連携による供給温度可変のイメージ
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小大

45℃

7℃

一般DHC温度熱製造効率
（イメージ）

60℃

40℃

20℃

0℃

高
効

率
範

囲

1

41℃

13～15℃

8℃

供給温度緩和

季節切替

季節切替型
DHC

供給温度緩和

中温冷水／温水
季節切替

中温冷水
供給温度可変

空調機コイル選定、切替バルブ設置、制御情報共有など建物側空調設計との連携

⇒ 利用量増



地域冷暖房との需給連携による供給温度・負荷可変空調換気システム
需給連携による負荷可変のイメージ
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排気
ファン

地域冷暖房

M M受入機械室

ダイレクト熱供給と
分散型熱交換器

電気室等の冬期強制冷房
による熱回収システム

集中トイレ排気の冬期冷却
による排熱回収システム

3街区 4街区

低層系統

高層系統

分散型
熱交換器

低層系統

高層系統

分散型
熱交換器

冷水 8℃

中温冷水 13～15℃
温水 41℃

電気室

熱回収
コイル

トイレ

トイレ

冷温水温度緩和供給
中温冷水の変温度供給

外気冷房停止 空調機

1

冬期の温水製造 ターボヒートポンプの熱回収運転が最も高効率 ⇒ 建物側換気強制冷却

M

M

受入機械室



デマンドサイド再生可能エネルギーカスケード利用システム
太陽熱・大気熱カスケード利用給湯システム
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・4街区ホテルの給湯は、サテライト化し、太陽熱＋空気熱源給湯ヒートポンプを利用
・補給水系統は入口給水温度が低いため、太陽熱とヒートポンプはより高効率な昇温が可能

2

空気熱源給湯ヒートポンプ

太陽熱集熱器

バイオガスボイラ

貯湯槽

バイオガスボイラ

給湯

温水ボイラ

補給水

循環系統（保温）

バイオガス

バイオ
ガス

補給水系統



デマンドサイド再生可能エネルギーカスケード利用システム
地中熱カスケード利用システム

92

往還管の熱ロスが少なくなるOne-Way配管

給湯

暖房

地中熱
ヒートポンプ

地中熱採熱管

冷房

ロビー床放射暖房
＋外気予熱

楽屋シャワー

ロビー床放射冷房
＋外気予冷

＋電気室冷房

冬期給湯排熱の冷房利用

給湯負荷が無い時間帯の
温度可変による暖房利用

地中熱の直接利用

・2街区は、地中熱利用システムを給湯・暖房・冷房など多目的に利用



厨房換気エネルギーを最小化するシェアリング･熱回収厨房空調換気システム 103

厨房用外調機物販・客席用外調機

熱回収用予冷／予熱コイル
夏季は中温冷水のみで冷却

F
INV

物販・客席

F
INV

F
INV

厨房
F

INV

OA

脱臭装置

物販・客席用排気
ファン

厨房排気ファン

全熱交換器

熱回収コイル

EA

KEA
OA

P

・厨房排気から熱回収して厨房用外調機の
予冷・予熱に利用

脱臭装置の集約化

熱回収コイル

排気系統集約化・台数制御

排気量の増加
への対応可能

メインダクト
清掃頻度の低減

グリスフィルター

K
EA

K
EA

K
EA

・厨房排気系統の集約化により全体風量を
適正制御し、厨房排気から熱回収

厨房排気系統集約化による
シェアリング・熱回収システム

熱回収厨房空調換気システム



省CO2効果・一次エネルギー消費原単位 11
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52.0 50.6
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kg-CO2/㎡･年 kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

kg-CO2/㎡･年

MJ/㎡･年
1,340 MJ/㎡･年

1,330

MJ/㎡･年
1,500

MJ/㎡･年
1,440

※ベースラインは、東京都の「総量削減義務と排出量取引制度」の標準排出原単位を基に設定



Ｔプロジェクト

須賀工業株式会社

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



須賀工業 創業120周年事業の一環とした
新本社ビル建設プロジェクト

須賀工業の経営理念
私たちの仕事は、地球からもらった水と空気が源です。
私たちは、空気調和・衛生設備事業のパイオニアとしての誇りを形にして、「安全・安心・快適な空間環
境」の提供と「新しい価値」の創造を追求し、良き企業市民として循環型社会の発展に貢献します。

●安全・安心で健康に働けるオフィスの実現

●都市型中小規模オフィスビルにおける
セントラル空調のZEBモデルの実現

●自家用発電機を持たないオフィスビルの
電気に頼らないBCP対策

1



2

建物名称 : （仮称）Tプロジェクト
所在地 : 東京都江東区富岡一丁目２６番１９
⽤途 : 事務所（本社ビル）
建築主 : 須賀工業株式会社
設計 : Tプロジェクト設計共同体

（株式会社日本設計、株式会社安井建築設計事務所）
敷地⾯積 : 約550㎡
延べ⾯積 : 約3,800㎡
建物高さ : 約40m
構造 : 地上 S造（一部柱CFT造）、地下 SRC造
階数 : 地上9階 地下1階

執務室

バルコニー

階段室

エレベーター
ホール

エントランス
ポーチ

風除室
従業員

エントランス

乗⽤車駐車
スペース

荷捌き⽤
駐車スペース

1F平面 基準階（3~8F）平面

0 1 2 3 4 5m

建築概要

建物外観（南面）



階段室と執務室～柔らかな北面採光・自然換気の通り道～
3

北面ファサード～室内の活動を見せる～

南面ファサード～ウェルネスオフィスを構成する緑豊かなバルコニー～



① 電解微酸性次亜塩素酸水による全量循環形 熱回収換気システム
次亜塩素酸水による全量循環形熱回収換気システム

全熱交換器付外調機

SOA-VAV RA-VAV

消臭装置（次亜塩素酸水）

執務室

MD（閉）

RF

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

WC WC

全量循環形熱回収換気システム 4

・菌やウィルスに対して不活化効果のある次亜塩素酸水を空調換気設備に応⽤
・外調機は電解微酸性次亜塩素酸水と全熱交換器を組込み、便所排気への噴霧による全熱交換器での全量熱回収
・CO2濃度による外気量制御、外気冷房制御の導入
・外気供給は建物全体で集約化し、同時使⽤率を考慮して、外調機の設備容量の最適化・コンパクト化

熱回収なし 全熱交換器設置 全熱交換器設置
全量熱回収

執務室 便所

全熱交換器付外調機

便所執務室

全熱交換器付外調機

執務室 便所

外調機

約9％削減

約53％削減

外
調

機
処

理
熱

量

注：削減率は室内負荷も含む最大冷房負荷に対する比率

全量熱回収による省エネ効果



② 高負荷運転・間欠運転・蓄熱効果を組合せた低負荷時高効率熱源制御システム
熱源高効率化のポイント

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

9% 25% 50% 75% 100%

CO
P

負荷容量

冷水7℃→15℃

冷水11℃→19℃

散水ありの場合
（負荷70％以上）

中温冷水運用により
効率向上

間欠運転により
高効率ポイントへシフト

散水の適正運用により
さらに効率向上

熱源高効率化の３つのポイント空調熱源システム系統図

モジュール形空気熱源
ヒートポンプユニット

（散水仕様）

INV
X3

CH

85kW×2台

CHR

CH CHR

クッションタンク

外調機
（全熱交換器付）

空調機
ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

空調機
ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

11℃,45℃

11℃,45℃ 19℃,37℃

19℃,
37℃19℃,37℃ 16℃,

42℃

FM

TE1

11℃,45℃
19℃,37℃

INV

空調機系統 放射パネル系統

FM

放射パネル

放射パネル

5

・ZEBを目指した中小規模オフィスビルでは熱源容量が小さくなり、低負荷時の高効率運転に課題がある
・全体負荷熱量・室内環境状況から判断して、室内温度の設定値等を一時的に下げ高負荷運転を行い、

その後一定時間熱源を停止する低負荷時高効率熱源制御を導入
・室内側の蓄熱効果と合わせることで、負荷率をシフトした高効率運転と室内環境の快適性を両立
・中温冷水、散水によるさらなる高効率化

夏季：
中温冷水 11℃



② 高負荷運転・間欠運転・蓄熱効果を組合せた低負荷時高効率熱源制御システム
高負荷運転と間欠運転

熱
負
荷

時刻

4.5％
10～20％

室
内
環
境

時刻

設定値
（26℃, 900ppm）
下限値
（24℃, 700ppm等）

上限値
（27℃, 1000ppm等）

設定負荷

高負荷運転 一定時間停止 通常運転

強運転
（室内に蓄熱）

空調停止 通常空調運転

トータルとして負荷は同等（
温
度
、

pp
m
）

熱源の動き

空調機の動き

低負荷を高効率運転域にシフト

低負荷高効率熱源制御システム概念図
6

熱負荷のデュレーションカーブ

低負荷時に高効率運転させることで
熱源効率向上

循環モード

F

INV

OAG

F

INV

全熱交換器
フィルター
コイル
加湿器

RA

EAG

循環用ダンパ（閉）給排気用ダンパ（閉)

：ダンパ開
：ダンパ閉

SOA
消臭装置
（次亜塩素酸水）

階段室側へ
送風

熱源停止時の外調機内システムフロー
（循環モード）

・夏期の低負荷時には設定温度を下げ、一時的に高負荷運転を行い、その後停止
⇒ 温度上昇に伴い、再び高負荷状態から運転を再開

・放射冷暖房パネルによる放射効果・蓄熱効果を利⽤して、熱源の間欠運転時にも安定した温熱環境を形成
・熱源停止時は外気導入を停止し、循環モードによる便所換気の継続により、臭気を防止



③ ゆらぎダクトレス・シェアリング空調システム
省エネとウェルネスを両立するゆらぎダクトレス空調

0%

100%

従来の制御

吹出風量

時間

あえて風量に“ゆらぎ”を与え、
風に変化をつくる

風量を落とす

風量を増やす

（定風量制御）

ゆらぎ制御のイメージ

ゆらぎ制御

⾯積＝総風量は同じ

INVF

↓外調機から 外調機へ↑

執務室

CO2センサ T
温度センサ

便所

SO
A

SARA

RA

SOAVAV
ゆらぎ制御による風の変化

空調システム図

7

・温度センサーによって決まるVAVの要求風量を時間軸で変化
・吹出口と対になったVAVを交互に開閉・変化

⇒ 空調空気の到達距離や温度むらの問題を解決しつつ「ゆらぎ」による爽やかな気流感を創出
・コアンダ効果による執務室のダクトレス化を実現、搬送エネルギーの低減



③ ゆらぎダクトレス・シェアリング空調システム
省エネとウェルネスを両立するシェアリング空調

：空調機（運転）
※色は給気温度の違いを表す

：空調機（停止） ：MD（開） ：MD（閉）

低負荷時・残業運転時
ゾーン優先モード融通モード

執務室

AHU

AHU

空調運転モード概要

空調運転モードの例

8

・空調機を1フロアに2台設置し、ダクトをヘッダー状に接続
・負荷に応じた台数制御を可能とし、1台にまとめるよりも低風量での部分負荷対応が可能
・方位による偏在負荷に対し、ダンパ閉による吹出温度変更を可能とすることで快適性へ配慮

MD

空調機

空調機

外調機からの
給気（SOA）
ダクト MD

空調機

空調機

外調機からの
給気（SOA）
ダクト



④ ウェルネスオフィスを支えるさまざまな取り組み
ウェルネスオフィスを支えるさまざまな取り組み

自然換気窓

上水受水槽

下水本管へ
（合流式）

水道本管より

高効率熱源機
2次側と連携した
高効率運転

ゆらぎを創出す
る
ダクトレス空調

自然換気

全熱交換器付外調機
便所排気の熱回収

FCU

消臭装置
（次亜塩素酸水）

雨水
貯留槽

放射冷暖房パネルによる
環境調整

雨水
利用槽

RD

雑用水受水槽

OF

空調機

P

北側からの
柔らかな環境光

災害用
汚水貯留槽

バルコニーによる
日射遮蔽

災害時に配慮した
重力給水

ブースター
ポンプ

RF

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1FP
P

P P P

各階の自然換気風量を
ダンパーで自動調整

クラウド型BEMS導入
・省エネ運用への技術者の積極
的参加

・人材育成への寄与

環境配慮とウェルネスオフィスへの取り組み 9

・自然換気システム： 下階はダンパを絞ることで、均等に換気できるよう配慮
窓の開閉に加えてガラリからも取り入れることで、雨・風の日でも利⽤可能

・クラウド型BEMS： 省エネ運⽤への技術者の積極的参加を可能とし、ビルの省エネ促進や人材育成へ寄与



雨水利用槽

上水受水槽雑用水受水槽

水道本管

加圧給水ポンプユニット
P

P

M

P

P
雨水利用ポンプ

灌水 WCキッチン

BCP対応バルブ

空冷HPチラー
散水×2

下水道本管

WCキッチン

WCキッチン

管理諸室

機械諸室

雑排水槽 災害用汚水貯留槽

災害時切替

タンク排水

P

熱源機洗浄用排水
（洗浄時のみ開）

RF

9F

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

B1F

課題2: 非常時のエネルギー自立と省CO2の実現を両立する取り組み
非常時でも電気に頼らず建築物の基本性能（給排水・換気・採光）を維持

10

・非常時でも電気に頼らず、建物の基本性能である給排水・換気・採光を維持
・浸水と省エネに配慮した主要設備機器の屋上設置
・停電、インフラ断絶に配慮した重力給水システムと災害⽤汚水貯留システム

給水概念図 排水概念図
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OAコンセント

給排水

エレベータ

給湯

換気ファン

照明

空気搬送

水搬送

熱源

CO
2排
出
量

[k
g-

CO
2/
㎡
・
年

]

本計画基準

1,252 MJ/㎡・年

462 MJ/㎡・年

312 MJ/㎡・年

1,102 MJ/㎡・年

CO2削減効果・ZEB評価

ZEB Ready

CO2削減量・エネルギー消費量 ZEB評価

11

0.283 0.46*1
未評価技術含む

約63.1%
削減

※H28省エネ基準

・各先導的省CO2技術への取り組みによりZEB Readyの実現

*1 基本設計時におけるBEI値

約71.7%
削減



（仮称）ドルトン東京学園二期計画

学校法人 ドルトン東京学園

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



提案プロジェクト概要（全体）

計 画 地：東京都調布市入間町2丁目28番20
延床面積：11,138㎡(既存)+2,700㎡(増築)=13,838㎡
階 数：地上3階
用 途：学校（中高一貫校）

①更なる学習環境の充実を目的とした 「特別教室
及び図書館棟の増築」、「既存校舎の一部改修」。

②増築棟を環境学習装置として活用し、「学習効率を
高めるZEBスクールのモデルケース」を目指す。

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 1



提案プロジェクト概要（既存校舎内観）

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 2

ラーニングコモンズ

普通教室 食堂

ラウンジ



提案プロジェクト概要（省CO2技術等）

＜提案①＞

空気と水のカスケード利用、
回遊型ダブルスキンによる
外皮性能の向上。

＜提案②＞

TABS（躯体蓄熱放射空調）、
サーカディアン照明による
省エネ且つ快適な室内環境
の実現。

＜提案③＞

環境学習を重視した自然
エネルギーの多面的利用。
（井水、地中熱、太陽熱）

＜提案④＞提案①～③を活用した、学園/大学/設計3者の協働による
ZEBと良好な学習環境の実現。学習環境ツールの開発/活用。

（提案内容の検証/データ活用等のため、既存校舎にBEMS及び見える化モニターを設置。）

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 3



提案① 空気のカスケード利用、回遊型ダブルスキンによる外皮性能の向上

1）既存棟ラーニングコモンズの
カスケード利用

⇒実測、CFD検証等により
空調負荷30％の削減効果等を検証済。
(北九州市立大学との共同研究より）

※本システムによるナイトパージ効果も
CFDで検証し、今回工事で導入。既存棟のカスケード利用システム

ラーニングコモンズ内観 PMV実測

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 4



提案① 空気のカスケード利用、回遊型ダブルスキンによる外皮性能の向上

2）増築棟2階の回遊型ダブルスキンを
用いたカスケード利用

・ダブルスキンによる外皮負荷削減
⇒急激な室温変動に弱いTABSの制御性向上

・デシカント外調の再生側加熱負荷削減。

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 5

回遊型ダブルスキン



提案① 水のカスケード利用

季節、時間別に井水を流す壁面を切り替える事で
適切に外皮のピーク負荷を削減（主に夏季日射
熱負荷）し、井水の持つエネルギーを最大利用。

2階のダブルスキン部分 ⇒ 空気のカスケード
1階と3階の外壁部分 ⇒ 水のカスケード

⇒建築/構造計画にマッチした外皮負荷削減提案。

井水循環パイプイメージ

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 6



提案② TABS、サーカディアン照明による省エネ且つ快適な室内環境の実現

＜TABS＞

・中温冷水に適したTABSと
デシカント外調の併用で
熱源効率アップ

・放射＋除湿効果による
快適な学習環境を確保

・結露を抑制しつつ省エネを
実現するTABSの制御手法
（モデル予測制御）の提案

＜サーカディアン照明＞

・快適な学習環境形成と
省エネルギーを両立TABSのモデル予測制御

⇒学習環境評価ツールにて、上記省エネ手法/室内環境/学習効率の相関関係を分析。

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 7



提案④ ZEBと良好な学習環境の実現（3者の協働、学習環境評価ツールの開発・応用）

⇒設計段階のZEB Orientedに加え、運用段階のZEB Ready/Nearly ZEB/ZEBを目指す。
CASBEE-OHCをベースに学習環境の評価ツールを開発し、本校の環境改善に活用。

ドルトン東京学園

北九州市立大学

・温熱空気環境評価
（CFD検証、実測等）

千葉大学

・学習環境評価
ツールの開発

松田平田設計

・環境配慮技術の授業
への活用方法提案

・大学の検証/分析
データを基にした
運用改善提案

BEMS

見える化モニター
タブレットPC

（各生徒が携帯）・BEMSデータの授業への
活用及び省エネルギー面
での校舎の運用改善
・評価ツールを用いた学習
面での校舎の運用改善

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 8



省CO2効果

単位【ton-CO2/年】

基準建物によるＣＯ２排出量に比べ、本提案技術の採用により、
３６．２％の省CO2化が期待できる。

■ 事業全体の省ＣＯ２効果

550
500

250
200
150
100
50

0
基準建物 今回

300
350

450
400

現状の削減量
（25.6％）

今回提案による削減量
（10.6％）

537 t
208t

329 t

36.2%削減

(147 t)

(61 t)

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 9



期待される波及効果・普及効果

提案① 空気と水のカスケード利用、回遊型ダブルスキンによる外皮性能の向上

・ダブルスキン内に室内空気を通し外皮負荷を削減する、という今までにない
「回遊型ダブルスキン」の提案により、外皮性能が高いダブルスキン建築の普及促進

・共用部等への空調空気の二次利用、外皮負荷の削減、デシカント外調の再生負荷削減など
空気のカスケード利用の可能性を広げる

・季節や方位別に井水を流す壁面を切り替えるという今までにないシステムの提案により、
井水利用の可能性を広げる

提案② TABS、サーカディアン照明による省エネ且つ快適な室内環境の実現。

・TABSの動的な制御手法を確立しTABSの導入促進

提案③ 環境学習を重視した自然エネルギーの多面的な利用

・環境学習を通した基礎学習能力の向上

提案④ ZEBと良好な学習環境の実現（学園/大学/設計3者の協働、学習環境評価）

・ZEB化促進、学習意欲向上、教育プログラムへの活用、設計事務所等と学園の交流など

・学習環境評価ツールは既存/新築含む学校全般への活用、小学校や大学への応用等も
可能であり、今後の学校建築の環境性能向上に大きく寄与

（仮称）ドルトン東京学園二期計画 10



ナミックス本社再編プロジェクト
管理厚生棟新築

提案者名

ナミックス株式会社

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



1計画概要

計画地 ：新潟県新潟市北区濁川3993
敷地面積：13,201.11㎡
延床面積： 8,759.95㎡
階 数 ：地上3階
主用途 ：事務所
構 造 ：鉄骨造
工 期 ：2020年12月着工～2023年1月竣工予定

生産棟(既存棟)

管理厚生棟(補助対象)

信濃川

新井郷川

新潟空港

新崎駅

新発田→
古町

●朱鷺メッセ

４ｋｍ 8ｋｍ

日本海

SITE

阿賀野川

新潟駅

▼生産棟(既存棟)
▼管理厚生棟

(補助対象)

（外構含む）



「人と自然の共存共栄を目指し、未来につなげる管理厚生棟」

設計コンセプト

室内は開放感があり、
屋外はシンボリック性のある外装計画

１．D e s i g n

２．Q u a l i t y

３．C o n n e c t i o n

環境を自ら選べる快適な空間、自然、地域、顧
客、社員の共存共栄を体現する建築

ブリッジ接続による既存生産棟との一体的な運用
を配慮した動線計画や社員間のコミュニケーション
を活性化させる平面計画

シンボリック性と高断熱外装の両立

積極的な自然採光・換気の活用
快適性と柔軟性を兼ね備えた省エネ空調計画

見える化設備・窓開けサインを用いた
社員の環境意識向上と啓蒙

提案1：地域特性に配慮した外装

提案2：自然エネルギー活用

提案3：見える化を用いた環境意識向上

管理厚生棟 設計コンセプト 管理厚生棟 省エネコンセプト

2



3完成予想図

東側バイパスより

北側 駐車場より 北東側 入り口より

🔻🔻 管理厚生棟(補助対象)
🔻🔻 生産棟(既存棟)



4

南北外装にサッシ・ガラス+ダブルスキンCW、
2階以上の窓にはアルミ樹脂複合サッシを採用。
さらに断熱厚さを寒冷地対応とすることで、
熱負荷を通常の半分に抑えつつ開放的な空間を確保。

提案１：地域特性に配慮した外装
新潟の寒冷な気候に配慮した高断熱外装

2階事務室

3階食堂

換気窓
アルミ樹脂複合サッシ

アルミサッシ：FIX窓
(フロートガラス)

外部

北側 駐車場より
角波鋼板

CH
=2

,8
00

CH
=2

,8
00

1,
16

0
1,

40
0

1,
64

0

換気窓

換気窓
夏 : 開 冬 : 閉

今回 省エネ計算(標準)

熱貫流率 仕様 熱貫流率 仕様

屋根 0.27 断熱80mm 0.52 断熱50mm

外壁 0.44 断熱60mm 1.01 断熱25mm

窓 1.40
樹脂複合サッシ
LowE複層ガラス
空気層16mm

4.10 単板8mm

アウター側：
サッシ＋フロート
ガラス

インナー側：
アルミ樹脂複合サッシ
＋Low-E 複層ガラス

インナー側立面図アウター側立面図断面図



5提案２：自然エネルギー活用 １/２
吹抜を介したつながりを生かす居住域空調積極的な自然採光を行うﾊｲｻｲﾄﾞﾗｲﾄ

ハイサイドライトからの自然光を最大限に取込む
吹抜および吹抜と一体のオフィスを
居住域空調で効率的に空調する

中会議室

事務室

WWC

通用口

物品庫 WC 大会議室

CH
=2

,8
00
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=2

,4
00
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=2

,6
00
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=2

,8
00
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=2

,4
00

CH
=2
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00

9,600 4,800 9,600 2,771.28 12,470.77 600

レンダリングイメージ（12月21日晴天）

自然採光シミュレーション（ 12月21日晴天）

温熱環境シミュレーション（夏季・東西）

温熱環境シミュレーション（夏季・南北）
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0

昼光センサにて調光制御



6

冬季

提案２：自然エネルギー活用 ２/２
自然光を最大限に活用する、光ダクト・自動制御ブラインド併用照明システム

秋季

夏季

9：00 12：00

光ダクトによる自然採光シミュレーション（床面照度）

太陽光

②照明制御グループ
光ダクト＋人工照明

①照度制御グループ
自動制御ブラインド＋人工照明

③照度制御グループ
揺らぎのある吹抜の光+人工照明

事務室
机上面で500lxを確保する

10：00 11：00 13：00

シミュレーション条件
天 候 ：晴天時
採光障害：なし
採光部 ：ペアガラスLowEなし
光ダクト仕様：反射率95%

夏季の熱負荷を抑えつつ、
最大照度が目標照度程度となるよう
内部構造を検討する

Lx
1000

800
600
400
300
200
100
50
0



7提案３：見える化を用いた環境意識向上
エネルギー見える化による環境意識向上および行動の誘発

自然換気シミュレーション

デジタルサイネージ
社内伝達事項だけでなく
建物の省エネ情報や、
階段利用の促進など、
社員の環境意識を向上
させる表示を行います。

窓開け可否表示システム
・室内・外気の温湿度比較
・降雨状態
・風速
の情報から自然換気の可否判断
を行い、自然換気に適した条件の
場合、窓開け表示ランプを点灯し
社員の行動を促します。

２Fオフィス

ハイサイドライト

吹抜

▼１F

▼２F

▼３F

緑地

▼RF

自然換気が可能な外気条件時期は
南からの風が多い傾向

オフィス南東の緑地からの風を取り込み、吹抜を経由して北側ハイサイドライト部分より排気します。

北→←南



8技術のまとめ
汎用技術を組み合わせ、地方都市型省エネルギー・省CO2ビルを実現します。



9エネルギー収支の目標

基準値に対して51%削減予定

新潟県の中小規模事務所ビルにおけるZEB Readyのモデル事例を目指します。

空調 換気 照明 給湯

空調▲23％ 換気▲4％ 照明▲16％ 給湯▲8％

基準建物

管理厚生棟



10内部イメージ図

ありがとうございました



正興電機製作所
古賀事業所 エンジニアリング棟

提案者

株式会社 正興電機製作所

提案協力者

株式会社 竹中工務店

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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計画概要

建 築 主 ：株式会社 正興電機製作所
建 築 地 ：福岡県古賀市
主要用途：事務所
建築面積：1,099.30㎡
延床面積：2,886.39㎡
階 数：地上3階
構 造：S造

今回敷地
（古賀事業所）

ＪＲ博多駅

約17.2㎞

正興電機製作所 本社

事業スケジュール
2020年 2021年

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 7月8月 9月 10月11月12月 1月 8月 9月

設計

施工

省ＣＯ２技術

2月 3月 4月 5月 6月

▼工事着工 ▼竣工

設 計

本体工事（工期：10か月）

実 施
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●環境・設備設計のコンセプト 「環境負荷の低減と知的創造性の向上」

スマートウェルネスオフィス
の4つの階層

健康・快適

知的創造

レジリエンス

エネルギー・資源

環境・設備設計コンセプト

・スマートウェルネスオフィスの観点から利用者の快適性・健康性・知的創造性を向上させるとともに
省エネ・省CO2を併せて実現することを目的に5つの環境設計コンセプトを設定

●環境・設備設計のコンセプト展開（ SDGs）

環境・設備設計コンセプト CSR・事業方針

①  知的創造性の向上によりイノベーションを活性化する ⇔  新製品・新技術の創出
②  従業員の快適性と健康性の向上を図る ⇔  健康経営の推進
③  ①～②を満足した上でZEBを達成する ⇔  環境にやさしい

⇔  社会貢献

⑤  環境先進企業として社会にPR ⇔  環境性能認証の取得

④  ①～③に正興電機製作所の有するソリューションを
　  有効に活用し、地域にも貢献する

4つの視点

16の指標 a b c d a b c d a b c d a b c d

ZEB化推進の考え方 快適・健康 感性空間
アクティビ

ティ
ライフ

スタイル 外皮 室内気候 ZEB
自然

エネルギー 事業性
レジリ
エンス 資産価値 資源 活性化 地域景観 生物多様性

地域
エネルギー

熱が入りにくく逃げにくい建物をつくる ② ③ ③ 〇

自然のエネルギーを積極的につかう ② ③ ③ ③ 〇

無駄をなくし効率の良いシステムを上手につかう ② ③ ③ ① 〇

エネルギーをつくる、地域に貢献する ③ ③ 〇 ② ④

ワークプレイスを改善する ② ① ① ① ① ②

SDGｓ分類

1． 人の快適性から空間を考える 2． 自然と呼応するゼロエネルギーを目指す 3． 新しい建築の価値を共創する 4． 地域の環境に貢献する

環
境
性
能
認
証
取
得
⑤

正興電機
の取組み
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【Ⅲ】無駄をなくし効率の良いシステムを上手につかう（高効率システム）

■自然換気の導入 ■太陽光発電■マルチ気象計

■断熱強化（屋根）
■Low-eガラスの採用

■外気冷房 ■自然採光の導入

■タスクアンビエント空調
2,3F設計室で設定

■高効率空調機 ■外気給気制御（CO2制御）
事務室エリア全般

■潜顕分離空調
2,3F設計室で設定

■DALI制御

■その他省エネ技術
＞人感センサー
＞全熱交換器
＞節水器具
＞高効率変圧器

■BEMS
※新開発調光フィルム操作を組み込んだ新たな制御手法の実現（先導事業対象外）

■行動誘発

■エネルギーの見える化

■外ワーク

【Ⅳ】エネルギーをつくる （再生可能エネルギー）

【Ⅰ】熱が入りにくく逃げにくい建物をつくる
（外皮性能の向上）

自然換気

【Ⅱ】自然のエネルギーを積極的につかう（自然エネルギー）

自然採光

外気給気制御（CO2制御）

太陽光発電
他施設からの系統連系

エントランス 会議室・商談室

▽2FL

▽3FL

▽RFL

設計室

設計室

行動誘発

外ワーク Low-e
ガラス

断熱強化
太陽光発電

調光フィルム

Wind

Wind

コミュニケーション

仕事休憩

気象計

事務室（資材調達部）

クリエイティブコア

タスクアンビエント空調

潜顕分離空調 DALI制御

BEMS

▽1FL 健康増進スペース

設計室

設計室

自然換気

自然採光

■：申請対象項目 ■：申請非対象項目

■水平・垂直ルーバー
ファサードデザインとガラス面の強調の両立
新開発調光フィルムを組み合わせた製品アピール空間の形成

外気給気制御（CO2制御）

環境・設備設計コンセプト・要素技術
●今回計画における省エネ・省CO2技術の概要
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省エネ 要素技術 概要
Low-Eガラス 日射負荷の低減

断熱強化（屋根） 屋上の断熱強化（t=100mm）による屋根断熱性能の
向上

タスクアンビエント空調システム
（負荷追従運転制御）

アンビエント用の放射型吹出口＋タスク兼用型吹出口に
よる固定席毎の空調個別制御とバリエーション運転

潜顕分離空調（リターンエアデシカント
外調機＋CO2制御＋外気冷房）

ヒートポンプサイクルと全熱交換を併用したリターン
エアデシカント外調機の潜熱処理した潜顕分離空調と
新型コロナウイルス感染症対策としての新たな換気
モード運転の構築

オープンシステムBEMS
（DALI制御、エネルギーの見える化

自然換気、行動誘発、外ワーク）

DALI制御を主体とした照明調光制御、自然換気窓開閉
制御、空調温度制御及び発停制御、換気CO2制御、
エネルギーの見える化、行動誘発灯による従業員への
運動行動誘発等の総合的なコントロール、非接触化の
推進

LED照明 高効率LED照明器具を採用
高効率空調機（EHP） 高効率空調機（EHP）を採用

外気冷房制御（全熱交換器） 夜間に自動で外気冷房を行い、室内温度の上昇を
抑えることで冷房立ち上がり負荷を低減

エレベータ回生電力システム エレベータ運転時の回生エネルギーを利用することに
より搬送動力を低減

新エンジニアリング棟に採用する主な省エネ技術

● ZEBを見据えた先進建築物として、
外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備えた建物をつくります

環境・設備設計コンセプト・要素技術
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●ワークプレイスに適した、従業員の快適性・知的生産性の向上に寄与する空調システムとします。

環境・設備設計コンセプトの展開（空調方式）

・吹抜け等を有する高天井エリアでは特に有効な方式です。

■アンダーフロア方式

2階平面図

・誘引型の制気口をアンビエント用として利用し、
タスク兼用制気口をパーソナル用として使用します。

・タスク兼用制気口はファンを停止した状態では、
アンビエント強化用としても活用が可能です。

■放射型吹出口＋タスク兼用吹出 方式

・誘引型の制気口をアンビエント用として利用します。

・ペリメーター側はライン型吹出口を設置し、
特に西側の日射による熱負荷上昇を防止します。

・ペリメーター側はペリメーターファンを設置し、
簡易エアフローウィンド方式とすることで、
室内のペリメーター負荷の増加を抑制します。

■放射型吹出口＋ペリメーター空調 方式
グループ島

エリア
ABW

エリア
追従機

ベース機

EA

SOA

追従機

ベース機

SOA

EA

・居住域を効果的に空調することが可能です。



6

・2F及び3Fの設計室エリアは、放射型吹出口＋タスク兼用個別吹出口によるタスクアンビエント
空調方式で計画しています。
タスク兼用個別吹出口についてはアンビエント強化用としても利用可能な計画としています。

・新たな取組みとして、負荷に追従した空調機の台数運転制御（本機・追従機による運転制御）を
考案し、空調効率の改善を図ると共に、快適性と省エネ性の向上を図っています。

・台数運転制御により状況に応じて多様なバリエーションでの運転モード設定が可能です。

環境・設備設計コンセプトの展開（タスクアンビエント空調）
●タスクアンビエント空調（負荷追従運転制御）

追従機

ベース機

EA

ABWエリア
ペリメーター空調強化モードにてPAC追従制御を行う。

追従機

ベース機

グループ島エリア
アンビエント空調強化モードにてPAC追従制御を行う。

SOA
SOA

EA
EA

SOA

デシカント外調機
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TAバリエーション①：ベースアンビエント空調のみ TAバリエーション➁：アンビエント強化(追従運転)

追従機はサーモによる自動追従

TAバリエーション③：ベースアンビエント空調＋タスクファン TAバリエーション④：アンビエント強化(予備機追従)＋タスクファン

タスクファンは個人PC（タブレット）から操作

追従機

ベース機

追従機

ベース機

追従機

ベース機

追従機

ベース機

タスクアンビエント空調システムのパターン制御（冷房時）※グループ島エリア

●タスクアンビエント空調（負荷追従運転制御） 運転パターン【冷房時】

環境・設備設計コンセプトの展開（タスクアンビエント空調）
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・2F及び3Fの設計室エリアは、ヒートポンプ式リターンエアデシカント外調機による潜熱処理と高効率
PACによる顕熱処理を行う構成としています。

・省エネ性の向上を図ると共にオフィスエリアの室内温熱環境の向上による知的創造性の向上を図ります。

・デシカント外調機は細かいゾーニングでのCO2制御、外気冷房モードを付加することにより空調動力の
低減を図ります。

・新型コロナウイルス感染症制御における換気対策として、従来のCO2制御（省エネ優先制御）に加えて
換気優先モード（風量優先制御への切替機能）を考案し、感染症防止を考慮した新たな換気パターン
制御システムを構築します。

環境・設備設計コンセプトの展開（潜顕分離空調）
●潜顕分離空調（リターンエアデシカント外調機＋CO2制御+外気冷房）

追従機

ベース機

EA

ABWエリア

追従機

ベース機

グループ島エリア

SOA
SOA

EA
EA

SOA

デシカント外調機
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・快適性やエネルギー消費量については自席PC・タブレットにより見える化することにより、利用者
個人への積極的な情報提供を推進し、効果の向上を図ります。

環境・設備設計コンセプトの展開（BEMS）
● BEMS（DALI制御、エネルギーの見える化、自然換気、行動誘発、外ワーク）

・利用者は自席PCもしくはタブレットにより自席周辺の空調・照明を制御することが可能となっており、
コロナ対策としての非接触化を推進します。

量水器
（パルス付）

社員用 PC 社員用 PC

照明・DALIマルチセンサ（人感、照度）

温度
湿度

環境データ

照度

ファイヤー
ウォール

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 中央監視PC

BACnet

社内LAN

屋外状態測定

・アンビエント照明操作
・アンビエント空調操作
・タスクファン操作
・環境データの見える化
・エネルギー見える化
・自然換気誘導表示
・外ワーク誘導表示
・GH液晶フィルム 操作

インテリジェントタッチマネージャー

マスターステーション

自然換気行動誘発

DⅢ-NET

タスクファン
（アンビエント兼用型）

無線スイッチ（照明）

2階、3階共通

DALI

屋根躯体

サイネージ
（見える化）

VAV＋コントローラー

Wh

電力量計

DDC

・PAC室内機（予備機）の運転制御
（予備機の追いかけ運転制御）

・人感センサー連動による
設定温度変更又は蒸発温度変更制御

CO2制御

CO2 CO2

CO2 CO2

統合
コントローラー ・環境データの見える化

・エネルギー見える化
・自然換気誘導表示
・外ワーク誘導表示

WEB
サーバー

WAGO
I/Oシステム

スマートフォン
タブレット端末

床
温度

BACnet
G/W

・行動誘発喚起（行動誘発灯）の発停
・ハイサイドライト開閉制御（自然換気）
・屋外状態測定（快適性評価）
・快適性表示、各種エネルギー消費量 表示

DDC

各種警報

社内
サーバー

調光フィルムコントローラ

VAV外気給気量制御
（CO2制御）

デシカント外調機

ワークプレイス
働き方に対応した

オペレーションの構築



新築木造７階建て
職住近接オフィスビル

提案者：株式会社ベラカーサビレッジ

設計・施工：株式会社シェルター

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



1

省CO2技術の概要
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提案：木造7階建てオフィスビル
下層3層は２時間耐火性能が求められるため、構造に係る経済的負担が大きいものになっている。
構造上は一般的木造建築に広く採用されている「軸組工法」を活用する。

各主要構造別のCO2排出量の総量を比較してみると、
RC造では木造の3.5倍、S造では約2.5倍と試算されている。

つまり床面積の需要が同じであれば木造率を増加させる
ことで、二酸化炭素排出量を大幅に減らすことができる。

出典：1985年建築学会（環境工学委員会熱分科会）提案
「住宅用標準問題（床面積125.86㎡）」による試算
／ウッドマイル研究会

【先導的技術1】
建築基準法が定める防耐火性能を満たす
『木造化による省ＣＯ２』



地震に強い木の接合金物工法
【 KES構法／ Shelter 】

１時間耐火構造
２時間耐火構造
３時間耐火構造

【 COOL WOOD ／ Shelter 】

3

木造高層建築物の技術ポイント

「KES」、｢COOL WOOD」は株式会社シェルターの登録商標です。
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木造高層建築物の実例

所 在 地：宮城県仙台市宮城野区地内
（JR仙台駅東口）

規 模：木造7階建て
用 途：1、2階 テナント

3～6階 オフィス
7階 事務所・住宅

敷地面積：245.58㎡
延べ面積：1,131.25㎡
耐火仕様：1～3階 2時間耐火

4～7階 1時間耐火
設計・施工：株式会社シェルター

※令和3年2月末竣工予定
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高度な断熱・気密・換気と適切な日射遮蔽・取得等
『パッシブデザインによる省エネ』

水平庇
木質ルーバー
南側：横格子
西側：縦格子

中間期の
自然換気推奨

高断熱サッシ
高断熱・高気密

▪木造住宅でも使用している汎用性の高い断熱・気密材、サッシ、
全熱交換型換気設備を採用しコストダウンを図る

▪太陽運行に合わせた水平庇、木製ルーバーを設置

夏至の南中高度75°
（仙台市）

処暑の南中高度63°
（仙台市）

冬至の南中高度28°
（仙台市）

【先導的技術2】
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▪東北６県及び新潟県は、森林資源の充実と林地作業の機械化が進んでいる

▪ペレット燃料の利用は、省ＣＯ２による社会課題の解決と共に地域経済の
活性化に繋げることができる

▪東北地方において安定的に生産流通している
「木質ペレット生産量(令和元年)」全国：14.7万ｔ（うち東北６県：2.5万ｔ）

※参考 東北生産比率（H29-14.03％ H30-18.57％ R01-17.13％）
出典：林野庁ＨＰ掲載「令和元年度における木質粒状燃料（木質ペレット）の生産量等について」

及び「平成26年～30年の木質粒状燃料の生産量、工場数の推移」

▪仙台市では燃料用として市街地のホームセンター等でも10kg単位で販売
されており、気軽に購入することができる

(ペレットストーブ)

(ペレットボイラ)

(木質ペレット)

【先導的技術3】
木質ペレットを燃料とした暖房による
『熱源の非化石燃料化による省ＣＯ２』
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ペレットボイラ 製造工場見学

撮影協力：株式会社丸文製作所
1.製造工場敷地内の
ペレットボイラ本体と建屋

▪ペレットボイラは冬期間の暖房用熱源として使用する。
▪ボイラ建屋は計画地の大通りに面した場所に設置し、
窓を設け可動状況を可視化する。

3.ペレット燃焼の様子2.ペレットボイラ建屋と
サイロの設置事例
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太陽光パネルを設置し、貯留する蓄電池には定置式より経済的な電気自動車の車載蓄電池を利用する。
１.平常時：コントローラーによる円滑な充放電を行う

２.非常時：市中の電力供給の状態に応じて、重要度に応じ建物内の設備への電力供給を行う
３.電気自動車の機動力を積極的に活用し、関係機関との連携により、その役割を積極的に果たす

【平常時】 【停電時】

（参考）『Ｖ２Ｈ充放電設備と電気自動車「リーフ」』（日産自動車）

【先導的技術4】
電気自動車を活用する
『太陽光発電の機動的な蓄電池利用による省エネ』



太陽光発電
9

CASBEE-建築(Ｓランク) BELS-5つ星 CASBEE-WO(Ｓランク)
(応募時)

省エネ効果の客観的認証の取得を目指す



太陽光発電
10

▪ JR長町駅前に立地し、通りに面する条件を最大限活用する。
会議室は「貸会議室」として運用し、今回提案している「木造化」等の他、
「ＳＤＧｓ」等多様なテーマでの催し物を通じ、
多彩な分野の方々が建物の内部環境を体感できる。

▪エネルギー消費量と、室内温湿度等の計測データを公表することで、
新たな研究の場を提供する。

▪事業物件として企画・建設・稼働（経営）させることで、今後の施主の
みなさまの建物・設備等に下記の選択肢が加わることを期待する。
１）構造体としての「木造」
２）設計手法としての「パッシブデザイン」
３）暖房方法・設備としての「非化石燃料化」
４）太陽光発電による電力の活用

波及効果・普及効果
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Motivation
(モチベーション)

Communication
（コミュニケーション）

Inspiration
（インスピレーション）



エネルギー自立住宅の実現に向けて
～太陽光と太陽熱を活用した自立率向上と災害対応～

提案者名

ＯＭソーラー株式会社

国土交通省 令和2年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2021年2月25日
第26回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



①エネルギー自立住宅の実現に向けて、オールタイム・リアルＺＥＨという考え方を設定し、
達成値（基準値）と目標値を定め推進する。

②非常時のエネルギー自立を目指しその目標を設定する。

③非常時の家電利用、室温設定などの非常時基準を定め、施主と共有する。

④年間のエネルギー消費フラット化を目指し。冬季のエネルギー削減を積極的に行う。

⑤健康確保を鑑み、全館空調とし床面加温とし、室温基準の設定と空気質の向上を行う。

住宅の熱環境を高めた上で、オールタイム・リアルＺＥＨを推進する。

⑥環境シミュレーションを実施し、計画を行う。

⑦計画検証と結果検証などの技術の検証を大学が行い、取り組みを継続的に発展させる。

⑧全国の地域工務店と共に取組み、地域工務店の技術力向上と各地域での波及を行う。

⑨情報発信・論文発表などにより本プロジェクトの波及・普及を積極的に行う。

2013年 太陽熱利用ZEH 2018年 太陽熱利用リアルZEH

2020年
オールタイムリアル

ZEHへ

プロジェクトの概要

地域の工務店と共に次なるＺＥＨのフェーズへ

1



プロジェクトの実施体制

・１２９社の地域工務店が各地域に提案住宅を、住まい手に丁寧な説明を行い建築する。

・地域工務店の対応、総合的なマネジメントとサポート、マニュアル化、情報化などをＯＭソー

ラーが行い、地域工務店が取り組み易い体制を構築する。

・参加工務店が、仕組み、設計、効果などをよく理解し、目標を住まい手と共有し建築する。

・技術の検証とそれに伴う設計支援などを東京大学と東京理科大が行う。

・住まい手にも技術の検証への協力を予め了承いただく。

・住宅購入を考えている方含め、グループ全体として、多方面に波及・普及を積極的に行う。

2



オールタイム・リアルＺＥＨについて

買電に頼らない時間割合を率としてあらわす。

オールタイム・リアルＺＥＨの計算方法

オールタイム・リアルＺＥＨ率：１－買電依存時間／365日×24時間（8760時間）

オールタイム・リアルZEH達成率 （基準値と目標値）
本提案における基準値：太平洋側７０％ 日本海側・降雪地域 ６０％以上

目標値
第1目標：太平洋側８0％ 日本海側・降雪地域 ７０％ 以上
第2目標：太平洋側９0％ 日本海側・降雪地域 ８０％ 以上

オールタイム・リアルＺＥＨへ向けて

年間の消費エネルギーの削減・フラット化 特に冬季の省エネ化の推進

一般的な年間の消費エネルギー 本提案で目標とする消費エネルギーのイメージ

3



オールタイム・リアルＺＥＨへ 技術的な取組概要

冬季：太陽熱を有効利用
屋根面日射とダイレクトゲインの活用
特に窓の設計を慎重に行う。

最適な屋根勾配（発電量にも影響）

夏季：太陽熱を遮蔽
庇、ブラインド、樹木などの計画

HEAT20 G2を基本

１

シミュレーションによる計画と検証

オールタイムリアルZEH
（日射利用と遮蔽、給湯、断熱性、

発電・蓄電量等 → 達成率を確認）
健康性能

（全館空調と各室室温、床温等を確認）

太陽熱・排熱利用暖冷房換気給湯一体化システム

ヒートポンプ冷房と排熱
利用給湯・熱交換換気

太陽熱とヒートポンプに
よる暖房と熱交換換気

ＰＶ-Ｔと全負荷タイプ蓄電池

基準値を満たした上で最適容量を試算

２

３

４

外皮性能の超高断熱化

太陽熱利用と制御

ＯＭＸ外皮・躯体性能の強化 太陽熱利用 高効率機器

健康性の増進
非常時のエネルギー自立５ ６

＋電子式全館空気清浄ユニット

4



オールタイムリアルＺＥＨ 蓄放電特性

家電・OMX標準使用における蓄電池ごとの特性試算例（5地域）

蓄電池容量5.9kWh 蓄電池容量7.04kWh

蓄電池容量11.5kWh 蓄電池容量14.08kWh

5



非常時のエネルギー自立について

非常時のエネルギー自立の考え方 使用家電を以下とする。
夜間の照明、冷蔵庫、TV、携帯電話の充電とし、OMXは設定温度を変更。

※非常時のＯＭＸの設定：暖房15℃、冷房30℃の設定温度とし、全熱交換換気は通常制
御、給湯は昼間に沸き上げ運転を行う。

非常時のエネルギー自立率の計算
非常時の年間エネルギー自立率 ＝ 1－仮想買電依存時間／365日×24時間（8760時間）

目標とする非常時の年間エネルギー自立率
年間自給率90％以上 (日本海側・降雪地域 80％以上)

オールタイム・リアルＺＥＨ（非常時のエネルギー自立の試算例）

埼玉県本庄市の案件の年間蓄
電率（時間ごと）の推移
蓄電容量７ＫＷｈにて試算

長野県長野市の案件の年間蓄
電率（時間ごと）の推移
蓄電容量７ＫＷｈにて試算

年間推移 年間推移

蓄
電
率

蓄
電
率

冬季に蓄電容量が不足
外皮、設備などの検討を行う。
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電子式全館空気清浄ユニットｅ-FILTERを採用する。
微小粒子0.3μmを96%除去し、フィルターが目詰まりしにくく集塵力が持続する。
粉塵除去と共に拡散抑制効果もあり、ＯＭＸと連動し循環空気を清浄する。

空気質の向上 さらなる健康性への配慮

換気量はほぼ低下しない。

7



オールタイム・リアルZEHの達成率の検証方法について

蓄電池
（蓄電量や充電量、

売買電など）
PVT（発電・集熱）

OMX
（温湿度・風量制御等

運転状況）

クラウドでのデータ収集
（一部データを住まい手へ見える化）

地域工務店

住まい手への
Feedback
・運用改善

詳細データ
（多項目・

10分間隔）

意
見
交
換
会

データ分析
（OMソーラー・
東大・理科大）

（WEBアンケート実施）

世帯属性
家族構成・
在宅時間・

保有家電など

事前調査 実測等調査
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